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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

平山達朗・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「尿中蛋
白質断片の網羅的解析による日和見感染症
の新規診断法の開発」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

平山達朗・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「マウスモデ
ルを用いたカンジダ属の薬剤耐性機序の解
明」
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